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異
例
。
税
収
五
七
・
四
兆
円
、
新
規
国
債
四
三

・
五
兆
円
、
コ
ロ
ナ
対
策
予
備
費
五
兆
円
。
あ

と
は
じ
っ
く
り
本
誌
の
特
集
を
ご
覧
に
な
っ
て

い
た
だ
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
来
年
度
予
算
の

影
の
主
役
に
つ
い
て
読
ん
で
い
こ
う
。

影
の
主
役　

Ｍ
Ｍ
Ｔ
と
Ｂ
Ｉ

　

Ｍ
Ｍ
Ｔ
（
現
代
金
融
貨
幣
理
論
）
派
は
主
権

通
貨
（
ド
ル
、
元
、
ユ
ー
ロ
な
ど
。
円
？
）
発

行
国
は
ど
ん
な
に
借
金
を
し
て
も
気
に
す
る
こ

と
は
な
い
と
主
張
す
る
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ

ム
（
Ｂ
Ｉ
）
と
は
国
民
全
員
に
無
差
別
に
現
金

給
付
を
す
る
。

　

そ
ん
な
バ
カ
な
、
と
思
っ
て
き
た
が
、
こ
ん

な
に
国
債
が
溜
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
日
本
も

大
丈
夫
と
言
っ
て
も
ら
え
な
い
と
心
配
だ
。
Ｍ

Ｍ
Ｔ
に
す
が
り
つ
き
た
い
。

　

菅
政
権
で
も
ブ
レ
ー
ン
の
竹
中
平
蔵
氏
が
月

七
万
円
を
国
民
全
員
に
配
る
べ
し
（
Ｂ
Ｉ
）
と

主
張
し
て
、
急
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。

　
『
Ｍ
Ｍ
Ｔ
は
何
が
―
？
』
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｔ
の
批

判
を
主
眼
と
す
る
本
で
は
な
い
。
主
流
派
経
済

学
の
「
緊
縮
財
政
」
を
批
判
し
、
財
政
均
衡
の

た
め
に
必
要
な
支
出
を
削
る
政
府
を
批
判
す
る
。

Ｍ
Ｍ
Ｔ
と
同
じ
目
標
を
共
有
し
た
上
で
新
し
い

進
歩
主
義
的
な
政
策
を
探
る
の
が
目
的
だ
。
Ｍ

Ｍ
Ｔ
の
誤
り
と
新
し
い
政
策
論
の
提
案
の
両
方

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｍ
Ｍ
Ｔ
の
誤
り
は
、
途
上
国
の
存
在
、
金
融

の
不
安
定
性
、
財
政
制
度
の
リ
ア
ル
へ
の
認
識

不
足
に
基
づ
く
。
お
り
し
も
コ
ロ
ナ
禍
、
本
書

日
本
語
版
の
前
書
き
に
、
現
下
の
金
融
情
勢
の

不
安
定
化
に
つ
い
て
の
論
考
が
間
に
合
っ
た
。

ミ
ス
テ
リ

　

Ｂ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
出
尽
く
し
た
か
、

竹
中
氏
の
提
案
で
鼻
白
ん
だ
か
、
書
店
の
棚
に

は
新
し
い
本
が
見
当
た
ら
な
く
な
っ
た
。
例
外

は
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
』（
井
上
真
偽
、集

英
社
）。
小
説
、そ
れ
も
ミ
ス
テ
リ
だ
。
ネ
タ
バ

レ
に
な
る
の
で
、
内
容
も
「
犯
人
」
も
お
教
え

で
き
な
い
が
、
小
説
の
前
半
は
わ
か
り
や
す
い

Ｂ
Ｉ
の
議
論
。

評
者  

菅
原
敏
夫
　
本
誌
編
集
委
員

来
年
度
予
算
・
コ
ロ
ナ

　

一
ヵ
月
以
上
も
遅
れ
て
始
ま
っ
た
国
の
予
算

編
成
は
昨
年
一
二
月
二
一
日
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
、

政
府
予
算
案
・
地
財
対
策
が
発
表
さ
れ
た
。
例

年
通
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
本
誌
も
二
月
号
で

財
政
・
地
財
特
集
を
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
元
に
戻
っ
た
が
、
内
容
は

『
Ｍ
Ｍ
Ｔ
は
何
が
間
違
い
な
の
か
？

―
進
歩
主
義
的
な
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
可
能
性
』

東
洋
経
済
新
報
社
　
二
八
〇
〇
円
＋
税

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
Ａ
・
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
著

徳
永
潤
二
／
内
藤
敦
之
／
小
倉
将
志
郎
訳
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